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別
の
ཧ
༝
が
あ
る
場
合
は
、
指
໊

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
町
長
）　

落
札
率
が
高
い
か
ら
、

受
注
調
整
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
指
摘
で
す
が
、
そ
う
い

う
実
態
は
掴
ん
で
い
ま
せ
ん
。

【
再
質
問
②
】

　

下
請
け
業
者
は
、
元
請
完
工
高

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、
地
元
業
者

育
成
に
反
し
ま
す
。

【
再
答
弁
②
・
町
長
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て

入
札
し
て
お
り
、
ラ
ン
ク
の
低
い

業
者
の
育
成
も
十
分
考
慮
し
て
入

札
し
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
③
】

　

１
次
下
請
け
と
２
次
下
請
の
金

額
差
が
大
き
い
こ
と
を
ど
う
思
い

ま
す
か
。

【
再
答
弁
③
・
町
長
】

　

元
請
の
責
任
施
工
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
元
請
業
者
の
施
工
実
態

が
な
く
て
も
、
問
題
は
な
い
と
担

当
課
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
内
下
請
企
業
の
２
次
下
請

は
、
見
積
も
り
を
し
て
安
い
業
者

を
選
定
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

【
再
質
問
④
】

　

主
任
技
術
者
の
雇
用
日
は
、　
19

年
４
月
１
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交
付
日

は
７
月　

日
で
す
。
こ
の
方
は
、

18

前
年
の　

年
６
月
に
退
職
し
て
お

18

り
、
一
時
的
な
レ
ン
タ
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

【
再
答
弁
④
・
町
長
】

　

主
任
技
術
者
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
健
康
保
険
の
提
出
を
求
め
て

雇
用
の
実
態
が
あ
っ
た
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
書
類
上
の
チ
ェ
ッ
ク

は
し
て
お
り
レ
ン
タ
ル
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
⑤
】

　

２
次
下
請
け
は
、
直
行
で
１
次

下
請
け
に
だ
す
べ
き
で
す
。

【
再
答
弁
⑤
・
町
長
】

　

資
料
を
見
ま
す
と
、
グ
ル
ー
プ

内
下
請
け
業
者
１
社
が
２
次
下
請

け
に
出
し
て
い
ま
す
が
、
材
料
を

支
給
し
、
施
工
だ
け
の
発
注
の
よ

う
で
す
。

【
再
質
問
⑥
】

　

Ａ
ラ
ン
ク
の
仕
事
が
な
い
か
ら

Ｃ
ラ
ン
ク
の
入
札
に
参
入
さ
せ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
Ｃ
ラ
ン
ク
の

業
者
も
仕
事
が
な
い
の
は
同
じ
で

す
。　

・
７
％
の
高
落
札
率
は
、

96

受
注
調
整
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

す
。

【
再
答
弁
⑥
・
町
長
】

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
中
身
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
な
か
な
か
知
り

え
な
い
部
分
で
す
。
現
状
は
資
材

も
か
な
り
上
が
っ
て
お
り
、　

％
90

を
超
え
る
落
札
価
格
が
即
受
注
調

整
を
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
少

疑
問
が
残
る
と
思
い
ま
す
。

【
再
質
問
⑦
】

　

主
任
技
術
者
は
、
工
期
の
３
カ

月
前
に
雇
用
す
る
こ
と
が
指
導
原

則
で
す
。
届
出
を
忘
れ
た
と
い
う

の
は
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。
工
事

終
了
後
の
退
社
日
時
を
含
め
て
、

調
査
し
て
く
だ
さ
い
。

【
再
答
弁
⑦
・
町
長
】

　

書
類
上
の
不
手
際
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
指
摘
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
調
査

確
認
を
し
ま
す
。

総
務
財
政

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
４
月　

日

20

11

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

20

22

の
３
ヶ
年
の「
実
施
計
画
の
概
要
」

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

②
分
掌
事
務
の
改
正
等
に
つ
い
て

　

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
行
政
組
織
条
例
施
行
規
則

と
総
合
支
所
設
置
条
例
施
行
規
則

も
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
、
本
庁

及
び
瀬
棚
・
大
成
総
合
支
所
の
新

し
い
機
構
組
織
図
に
よ
り
説
明
が

あ
り
、
各
職
員
の
分
掌
事
務
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

③
平
成　

年
度
普
通
会
計
決
算
の

18

全
国
類
似
団
体
と
の
財
政
比
較
分

析
に
つ
い
て

　

人
口
及
び
産
業
構
造
等
に
よ
り

全
国
の
市
町
村
を　

グ
ル
ー
プ
に

35

分
類
し
た
結
果
、
当
町
と
同
じ
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
団
体
は　

団
体

55

あ
り
、
比
較
表
に
よ
り
調
査
し
た
。

④
新
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入
に

つ
い
て

　

国
は
平
成　

年
度
（
平
成　

年

23

22

度
決
算
）
ま
で
に
、
決
算
に
お
け

る
発
生
主
義
の
活
用
及
び
複
式
簿

記
の
考
え
方
の
導
入
を
図
り
、
地

方
公
共
団
体
単
体
及
び
関
連
団
体

等
も
含
む
連
結
ベ
ー
ス
で
「
財
務

書
類
作
成
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ

ル
」
に
よ
り
（
１
）
貸
借
対
照
表
、

（
２
）
行
政
コ
ス
ト
計
算
表
、（
３
）

資
金
収
支
計
算
書
、（
４
）
純
資
産

変
動
計
算
表
を
整
備
し
公
表
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

⑤
当
面
の
財
政
事
情
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト

委

員

会
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道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
等

の
期
限
切
れ
に
よ
り
、
せ
た
な
町

の
歳
入
減
（
道
試
算
）
は
、
平
成

　

年
度
ベ
ー
ス
で
９
３
１
９
万
７

18０
０
０
円
と
試
算
さ
れ
、
ま
た
、

町
道
川
沿
線
改
良
舗
装
工
事
に
係

る
国
庫
補
助
金
（
地
方
道
路
臨
時

交
付
金
）
１
４
４
０
万
円
が
影
響

を
受
け
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

厚
生
文
教

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
４
月　

日

20

23

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
小
学
校
小
規
模
再
編
計
画
に
つ

い
て

　

せ
た
な
町
の
小
学
校
数
は　

校
11

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
８
校
（
長

磯
、
平
田
内
、
馬
場
川
、
島
歌
、

小
倉
山
、
玉
川
、
太
櫓
、
若
松
）

が
複
式
小
規
模
学
校
で
あ
り
、
統

合
対
象
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

②
北
海
道
瀬
棚
商
業
高
等
学
校
適

正
配
置
計
画
に
つ
い
て

　

同
校
は
、
１
間
口
（
定
数　

人
）

40

で
、
平
成　

年
度
の
入
学
生
徒
数

20

は　

人
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
ま

12
た
、
檜
山
北
高
校
は
３
間
口
（
定

数
１
２
０
人
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

　

年
度
の
入
学
生
徒
数　

人
で
あ

20

92

り
、
同
校
と
両
立
さ
せ
て
い
く
と

３
間
口
の
維
持
が
で
き
な
く
な
り
、

共
倒
れ
の
お
そ
れ
が
予
想
さ
れ
る
。

③
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ

い
て

　

本
事
業
は
、
平
成　

年
度
か
ら

20

３
ヶ
年
の
国
の
委
託
事
業
で
あ
り
、

当
町
は
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。

④
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い

て
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

に
あ
た
り
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
や
檜
山
管
内
の
特
別
支
援
教
育

の
推
進
計
画
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

⑤
体
育
協
会
の
統
合
状
況
に
つ
い

て

　

旧
町
ご
と
に
設
立
さ
れ
て
い
る

体
育
協
会
の
統
合
に
向
け
て
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
６
月
３
日

20

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
総
合
計
画
（
実
施
計
画
）
に
つ

い
て

　

町
総
合
計
画
（
平
成　

年
度
～

20

　

年
度
）
の
う
ち
、
平
成　

年
年

29

20

の
「
実
施
計
画
の
概
要
」
に
つ
度

か
ら　

年
度
ま
で
の
３
ヶ
い
て
、

22

町
か
ら
示
さ
れ
確
認
し
た
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
取
組

状
況
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
通

称
＝
長
寿
医
療
制
度
）
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

③
療
養
病
床
の
再
編
に
向
け
た
支

援
措
置
に
つ
い
て

　

平
成　

年
６
月
に
成
立
し
た
国

18

の
医
療
制
度
改
革
の
一
つ
で
あ
る

療
養
病
床
の
再
編
成
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
と
医
療
機
関
の
療
養
病

床
が
円
滑
に
老
人
保
健
施
設
等
に

転
換
す
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
支

援
措
置
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

④
国
保
病
院
診
療
状
況
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
と　

年
度
４
～
５

19

20

月
分
３
区
の
医
療
機
関
に
お
け
る

診
療
患
者
数
、
時
間
外
救
急
患
者

数
及
び
救
急
車
で
の
搬
入
患
者
数

と　

年
度
の
委
託
診
療
（
婦
人
科
、

19
循
環
器
科
、
眼
科
、
整
形
外
科
）

実
績
を
調
査
し
た
。

産
業
建
設

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
６
月
２
日

20

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

①
町
有
林
（
大
成
区
）
の
管
理
状

況
に
つ
い
て

全道議員研修
　全道議会議員研修会が、７月１日、札幌
市で行なわれました。せたな町議会からは
14名が出席しました。
　朝日新聞編集委員 坪井ゆづる氏は「分権
改革と地方議会のこれから」、政治評論家 
三宅久之氏は「混迷する政局と日本の進路」
と題し、講演が行なわれました。

　坪井氏は、地方議会の現状をデータ解析
しながら解説を加え、民意を忠実に反映さ
せるような議会を目指すべきだと話されま
した。

　三宅氏は、いわゆる「ねじれ国会」によっ
て、政局が混迷を深めているなか、今後の
政局展望、経済力の向上などについて話さ
れました。

坪井ゆづる坪井ゆづる氏氏

三宅久之三宅久之氏氏
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大
成
区
の
現
地
に
お
い
て
、
町

有
林
１
０
０
２
林
班
（
２
１
７
・

　

h
a
）
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

８４調
査
し
た
。

②
遠
赤
外
線
米
乾
燥
施
設
（
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
）
に
つ
い

て
　

北
檜
山
区
愛
知
に
お
い
て
、
Ｊ

Ａ
北
檜
山
町
担
当
職
員
及
び
利
用

組
合
長
か
ら
当
該
施
設
の
導
入
経

緯
や
利
用
形
態
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
実
情
を
調
査
し
た
。

③
㈲
デ
ー
リ
ィ
ー
・
フ
ァ
ー
ム
若

松
（
法
人
経
営
の
推
進
）
に
つ
い

て
　

現
地
に
お
い
て
、
鈴
木
社
長
か

ら
平
成　

年
設
立
時
か
ら
現
在
ま

14

で
の
事
業
経
過
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

④
自
走
式
稲
わ
ら
搬
出
機
（
耕
畜

連
携
の
推
進
）
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
新
函
館
若
松
基
幹
支
店
に

お
い
て
、
担
当
職
員
か
ら
当
該
機

器
の
導
入
経
緯
や
利
用
形
態
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
実
情
を
調
査

し
た
。

⑤
町
道
川
沿
通
線
改
良
舗
装
事
業

町
道
栄
線
中
央
橋
架
換
事
つ
い
て

　

現
地
に
お
い
て
両
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
状

況
を
調
査
し
た
。

⑥
町
道
の
未
改
良
路
線（
未
舗
装
）

に
つ
い
て

　

未
舗
装
路
線
で
あ
る
町
道
南
５

号
線
、
豊
岡
鍋
坂
線
支
線
２
号
線
、

満
俺
線
支
線
１
号
線
・
２
号
線
・

３
号
線
は
、
改
良
舗
装
工
事
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
を
現
地
に
お
い

て
調
査
し
た
。

編　

集　

後　

記

　

７
月
上
旬
か
ら
の
長
雨
も
や
っ
と
上
が

り
、
待
ち
に
待
っ
た
真
夏
の
太
陽
が
心
地

よ
い
汗
を
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。
心
配
さ
れ

た
農
作
物
の
作
柄
も
、
稲
穂
も
頭
を
垂
れ

始
め
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
台
風
の
発
生
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
批
判
が
相
次
ぎ
、
制

度
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
医
療
保
険
制
度
は
、
医
療
の
骨
幹
で

す
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
国
民
全
体
が

一
生
、
安
心
し
て
、
暮
ら
し
て
い
け
る
医

療
保
険
制
度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
又
、
議
会
と
し
て
も
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。　 

 （
Ｙ
・
Ｏ
）

　
　

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会

委 
員 
長　

熊
野　

主
税

副
委
員
長　

澤
田　

光
子

委　
　

員　

本
多　
　

浩

〃 　
　

大
野　

一
男

〃 　
　

内
田　

尊
之

〃 　
　

大
口　

義
孝

議　会　の　動　き

◆　５　月　◆
　１日　支庁制度改革協議会（江差町）

　　　　第２回議会広報発行特別委員会

　７日　第５回意見書の取扱いに係る調査特別委員会

１２日　第１回北部桧山衛生センター組合議会臨時会

　　　　第３回議会広報発行特別委員会

１５日　せたな商工会通常総会（北檜山区）

１６日　高齢者大学入学式（瀬棚区）

１８日　第４３回在札ふとろ会定期総会（札幌市）１９日まで

　　　　大成消防団春季総合訓練大会（大成区）

１９日　全国町村議会議長会議長研修会（東京都）２１日まで

２２日　檜山総合開発期成会総会（江差町）

２７日　道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟連絡会現

地研修会（函館市）

２８日　議員協議会

２９日　北檜山観光振興公社定時株主総会（北檜山区）

◆　６　月　◆
　２日　第２回産業建設常任委員会

　３日　正副議長委員長会議

　　　　議員協議会

　　　　第３回厚生文教常任委員会

　　　　ハンフォード市訪問ウェルカムパーティー

　５日　北海道町村議会議長会第５９回定期総会（札幌市）６日まで

　９日　支庁制度改革に係る抗議行動

１６日　第６回意見書の取扱いに係る調査特別委員会

　　　　第４回議会運営委員会

　　　　第９回新町建設計画等調査特別委員会

１９日　第２回定例会２０日まで

２２日　大成区女性団体連絡協議会設立５０周年記念祝賀会

２５日　網走管内大空町議会視察来町

２６日　檜山総合開発期成会懸案事項要望（札幌・函館市）２７日

まで

２９日　檜山管内消防総合訓練大会（奥尻町）３０日まで
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所管事務調査中の産業建設常任委員所管事務調査中の産業建設常任委員会会




